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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月11日(2014.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を基本ブロック単位で符号化する画像符号化装置であって、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックの量子化パラメータと、当該処理対象
のブロックとの位置関係に基づいて決定される第１のブロックの量子化パラメータとの差
分値に関する第１情報を取得する第１の取得手段と、
　前記処理対象のブロックの量子化パラメータと、前記処理対象のブロックとの符号化順
序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラメータとの差分値に関する第２
情報を取得する第２の取得手段と、
　前記第１の取得手段によって取得される前記第１情報と、前記第２の取得手段によって
取得される前記第２情報のいずれかを選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択された情報を符号化する符号化手段と
　を有することを特徴とする画像符号化装置。
【請求項２】
　前記第１のブロックは、前記処理対象のブロックに隣接する位置のブロックであること
を特徴とする請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記第２のブロックは、前記処理対象のブロックの直前に符号化したブロックであるこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像符号化装置。
【請求項４】
　前記選択手段は、前記処理対象のブロックが前記基本ブロックの左端に位置する場合に
、前記第１の取得手段によって取得された前記第１情報を選択することを特徴とする請求
項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の画像符号化装置。
【請求項５】
　前記処理対象のブロックが前記基本ブロックの左端に位置する場合に、
　前記第１取得手段は、前記処理対象のブロックの量子化パラメータと前記処理対象のブ
ロックの上に位置する前記第１のブロックの量子化パラメータとの差分値に関する前記第
１情報を取得することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の画像符
号化装置。
【請求項６】
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　前記選択手段は、前記画像の符号化モードに基づいて、前記第１情報と前記第２情報の
いずれかを取得することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の画像
符号化装置。
【請求項７】
　前記画像の符号化モードは、イントラ予測モード又はインター予測モードであることを
特徴とする請求項６に記載の画像符号化装置。
【請求項８】
　前記選択手段は、前記画像の符号化モードがイントラ予測モードである場合に、前記第
１情報を選択することを特徴とする請求項６又は請求項７に記載の画像符号化装置。
【請求項９】
　前記第１のブロックは、前記画像の符号化モードがイントラ予測モードである場合に、
前記基本ブロックに含まれるブロックであって前記処理対象のブロックと隣接する位置の
ブロックのうち、イントラ予測の方向に基づくブロックであることを特徴とする請求項８
に記載の画像符号化装置。
【請求項１０】
　前記選択手段は、前記画像の符号化モードがインター予測モードである場合に、前記第
２情報を選択することを特徴とする請求項６乃至請求項９のいずれか一項に記載の画像符
号化装置。
【請求項１１】
　さらに、
　ユーザによる指示を入力する入力手段を有し、
　前記選択手段は、前記入力手段によって入力されたユーザによる指定に基づいて、前記
第１情報と前記第２情報のいずれかを選択することを特徴とする請求項１乃至請求項１０
のいずれか一項に記載の画像符号化装置。
【請求項１２】
　前記選択手段は、前記画像の用途に基づいて、前記第１情報と前記第２情報のいずれか
を選択することを特徴とする請求項１乃至請求項１１のいずれか一項に記載の画像符号化
装置。
【請求項１３】
　画像を基本ブロック単位で符号化したデータを復号する画像復号装置であって、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックの量子化パラメータと所定のパラメー
タとの差分値に関する符号データを復号する復号手段と、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックとの位置関係に基づいて決定される第
１のブロックの量子化パラメータの予測値に関する第１情報と、前記処理対象のブロック
との符号化順序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラメータの予測値に
関する第２情報のいずれかの情報を、前記所定のパラメータとして取得する第１の取得手
段と、
　前記復号手段によって取得された前記差分値と前記第１の取得手段によって取得された
前記所定のパラメータとを用いて、前記処理対象のブロックの量子化パラメータを取得す
る第２の取得手段と
　を有することを特徴とする画像復号装置。
【請求項１４】
　前記第１のブロックは、前記処理対象のブロックに隣接する位置のブロックであること
を特徴とする請求項１３に記載の画像復号装置。
【請求項１５】
　前記第２のブロックは、前記処理対象のブロックの直前に符号化したブロックであるこ
とを特徴とする請求項１３又は請求項１４に記載の画像復号装置。
【請求項１６】
　前記第１の取得手段は、前記処理対象のブロックが前記基本ブロックの左端に位置する
場合に、前記第１情報を取得することを特徴とする請求項１３乃至請求項１５のいずれか
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一項に記載の画像復号装置。
【請求項１７】
　前記処理対象のブロックが前記基本ブロックの左端に位置する場合に、
　前記第１取得手段は、前記処理対象のブロックの量子化パラメータの予測値と前記処理
対象のブロックの上に位置する前記第１のブロックの量子化パラメータの予測値に関する
前記第２情報を取得することを特徴とする請求項１３乃至請求項１６のいずれか一項に記
載の画像復号装置。
【請求項１８】
　前記第１取得手段は、前記画像の符号化モードに基づいて、前記第１情報と前記第２情
報のいずれかを取得することを特徴とする請求項１３乃至請求項１７のいずれか一項に記
載の画像復号装置。
【請求項１９】
　前記画像の符号化モードは、イントラ予測モード又はインター予測モードであることを
特徴とする請求項１８に記載の画像復号装置。
【請求項２０】
　前記第１取得手段は、前記画像の符号化モードがイントラ予測モードである場合に、前
記第１情報を取得することを特徴とする請求項１８又は請求項１９に記載の画像復号装置
。
【請求項２１】
　前記第１のブロックは、前記画像の符号化モードがイントラ予測モードである場合に、
前記基本ブロックに含まれるブロックであって前記処理対象のブロックと隣接する位置の
ブロックのうち、イントラ予測の方向に基づくブロックであることを特徴とする請求項２
０に記載の画像復号装置。
【請求項２２】
　前記第１取得手段は、前記画像の符号化モードがインター予測モードである場合に、前
記第２情報を取得することを特徴とする請求項１８乃至請求項２１のいずれか一項に記載
の画像復号装置。
【請求項２３】
　画像を基本ブロック単位で符号化する画像符号化方法であって、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックの量子化パラメータと、当該処理対象
のブロックとの位置関係に基づいて決定される第１のブロックの量子化パラメータとの差
分値に関する第１情報を取得する第１の取得工程と、
　前記処理対象のブロックの量子化パラメータと、前記処理対象のブロックとの符号化順
序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラメータとの差分値に関する第２
情報を取得する第２の取得工程と、
　前記第１の取得工程によって取得される前記第１情報と、前記第２の取得工程によって
取得される前記第２情報のいずれかを選択する選択工程と、
　前記選択工程によって選択された情報を符号化する符号化工程と
　を有することを特徴とする画像符号化方法。
【請求項２４】
　画像を基本ブロック単位で符号化したデータを復号する画像復号方法であって、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックの量子化パラメータと所定のパラメー
タとの差分値に関する符号データを復号する復号工程と、
　前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックとの位置関係に基づいて決定される第
１のブロックの量子化パラメータの予測値に関する第１情報と、前記処理対象のブロック
との符号化順序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラメータの予測値に
関する第２情報のいずれかの情報を、前記所定のパラメータとして取得する第１の取得工
程と、
　前記復号工程によって取得された前記差分値と前記第１の取得工程によって取得された
前記所定のパラメータとを用いて、前記処理対象のブロックの量子化パラメータを取得す
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る第２の取得工程と
　を有することを特徴とする画像復号装置。
【請求項２５】

　コンピュータが読み出して実行することにより、前記コンピュータを、請求項１乃至請
求項１２のいずれか一項に記載の画像符号化装置として機能させることを特徴とするプロ
グラム。
【請求項２６】
コンピュータが読み出して実行することにより、前記コンピュータを、請求項１３乃至請
求項２２のいずれか一項に記載の画像復号装置として機能させることを特徴とするプログ
ラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上述課題を解決するため、本発明の画像符号化装置は以下の構成を有する。即ち、画像
を基本ブロック単位で符号化する画像符号化装置であって、前記基本ブロックに含まれる
処理対象のブロックの量子化パラメータと、当該処理対象のブロックとの位置関係に基づ
いて決定される第１のブロックの量子化パラメータとの差分値に関する第１情報を取得す
る第１の取得手段と、前記処理対象のブロックの量子化パラメータと、前記処理対象のブ
ロックとの符号化順序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラメータとの
差分値に関する第２情報を取得する第２の取得手段と、前記第１の取得手段によって取得
される前記第１情報と、前記第２の取得手段によって取得される前記第２情報のいずれか
を選択する選択手段と、前記選択手段によって選択された情報を符号化する符号化手段と
を有することを特徴とする画像符号化装置。
　また、本発明の画像復号装置は以下の構成を有する。即ち、画像を基本ブロック単位で
符号化したデータを復号する画像復号装置であって、前記基本ブロックに含まれる処理対
象のブロックの量子化パラメータと所定のパラメータとの差分値に関する符号データを復
号する復号手段と、前記基本ブロックに含まれる処理対象のブロックとの位置関係に基づ
いて決定される第１のブロックの量子化パラメータの予測値に関する第１情報と、前記処
理対象のブロックとの符号化順序関係に基づいて決定される第２のブロックの量子化パラ
メータの予測値に関する第２情報のいずれかの情報を、前記所定のパラメータとして取得
する第１の取得手段と、前記復号手段によって取得された前記差分値と前記第１の取得手
段によって取得された前記所定のパラメータとを用いて、前記処理対象のブロックの量子
化パラメータを取得する第２の取得手段とを有することを特徴とする。
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